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ブロードバンド契約数の推移（平成31年3月末） 

（令和元年6月21日総務省報道資料「電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データの公表（平成30年度第４四半期（３月末））」） 

（単位：万契約） 
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我が国のインターネットトラヒックの現状  
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協力ISPの 
ブロードバンド契約者の 
アップロードトラヒック 
〔A1,In〕(*2) (*3) (*4)  

(*1) FTTH、DSL、CATV、FWA 

(*2) 2011年5月以前は、一部の協力ISPとブロードバンドサービス契約者との間のトラヒックに携帯電話網との間の移動通信トラヒックの一部が含まれていたが、当該
トラヒックを区別することが可能となったため、2011年11月より当該トラヒックを除く形でトラヒックの集計・試算を行うこととした。 

(*3) 2017年5月より協力ISPが5社から9社に増加し、9社からの情報による集計値及び推定値としたため、不連続が生じている。 

(*4) 2017年5月から11月までの期間に、協力事業者の一部において計測方法を見直したため、不連続が生じている。 

協力ISPの            
ブロードバンド契約者の 
ダウンロードトラヒック 
〔A1,Out〕(*2) (*3) 

(Gbps) 

17.5% 
増加 

14.9% 
増加 

我が国のブロードバンド
契約者の総ダウンロード 

トラヒック(*2) (*3) 

12,086Gbps （推定値） 

我が国のブロードバンド 
契約者の総アップロード 
トラヒック(*2) (*3) (*4)  

1,563Gbps （推定値） 

○ 我が国のブロードバンドサービス契約者(*1)の総ダウンロードトラヒックは推定で約12.1Tbps（１日あたり約131PB。
前年同月比17.5%増）。 

○ また、総アップロードトラヒックは推定で約1.6Tbps（１日あたり約17PB。前年同月比19.4%増）。 

19.4% 
増加 

16.9% 
増加 
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１０％のユーザが６０～９０％のトラヒックを占有 

Ｐ２Ｐユーザ（※）の上位１０％で６０％以上のトラヒックを占有 ヘビーユーザと一般ユーザでは使用帯域が大幅に違う 

総トラヒックにおけるユーザの分布状況 

P2Pユーザのトラヒック利用状況 

（※）“P2Pユーザ”とは２４時間以内にP2Pトラヒックが１Mbyte以上あったユーザとして
測定。 

［転送量］ 

［各ユーザ（転送量で昇順）］ 

P2Pユーザ（10%）で60～90%のトラヒックを占有 

P2Pユーザの転送量分布 ［転送量］ 

［P2Pユーザ（転送量で昇順）］ 

P2Pユーザのうち、さらに上位10%の 

ユーザで60%強のトラヒックを占有 

全ユーザの転送量分布 

P2Pﾗｲﾄﾕｰｻﾞ 
ﾄﾗﾋｯｸ 37% 

（ﾕｰｻﾞ 90%） 

他ﾄﾗﾋｯｸ 25% 

（ﾕｰｻﾞ 90%以上） 
P2Pﾄﾗﾋｯｸ 75% 

（ﾕｰｻﾞ 10%以下） 

《総トラヒックについて》 

P2Pﾍﾋﾞｰﾕｰｻﾞトラヒック：104GB 

一般ﾕｰｻﾞ：550MB 

P2Pﾕｰｻﾞ全体：17GB 

《1ユーザあたりのトラヒックについて》 

約30倍 

約190倍 

P2Pﾍﾋﾞｰﾕｰｻﾞ 
ﾄﾗﾋｯｸ 63% 

（ﾕｰｻﾞ 10%） 

(帯域制御ガイドライン協議会（第１期）資料) 

資料3 



P2PトラヒックB  

FTPトラヒック 
HTTPトラヒック 

P2PトラヒックA 

P2PトラヒックB  

パケットのフローやパケット内の情報によりアプリケーションを識別し、特定アプリケーションのトラヒックを制御する方式。     

アプリケーション規制方式 

FTPトラヒック 

HTTPトラヒック 

P2PトラヒックA 
空き帯域 

 制御対象の 

 アプリケーション 

一部のアプリケー
ションが帯域を占有 

帯
域
制
御
装
置 

個々のユーザのトラヒック量を測定し、一定のトラヒック量を超えたユーザに対してトラヒックを制御する方式。 

ヘビーユーザ 
トラヒック 

空き帯域 

一般ユーザトラヒック 

一般ユーザトラヒック 

使用量によって、ユーザ 

毎に帯域制御を実施 

一般ユーザトラヒック 

ヘビーユーザ 
トラヒック 

一般ユーザトラヒック 

一部のユーザが
帯域を占有 

総量規制方式 

帯
域
制
御
装
置 

特定のポートからのトラヒックを制御することにより、そのポートを主に使用するアプリケーションを制御する方式。 

○番ポート 
 ○番ポート 

○番ポート 
 ○番ポート 

 ○番ポート 

 ○番ポート 

制御対象の 

ポート 

主な帯域制御方式 

○番ポート 

（１）制御装置を利用した制御 

（２）ポート制御 

 ○番ポート 

特定アプリケーションを
識別し、帯域制御を実施 

空き帯域 
ル
ー
タ
ー
等 

トラヒックの通過するポートを監視し、
ポートごとに帯域制御を実施 

制御対象のユーザ
トラヒック 

(帯域制御ガイドライン協議会（第１期）資料) 
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公平制御 

主な帯域制御方式 

 全ての利用者の通信帯域を一律割合で制限するのではなく、ある時点において多くの帯域を占有している利用者から順に利用
帯域を一定の水準になるよう制御する方式。 
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ペーシング 

主な帯域制御方式 

スロットリング 

アプリケーションA 空き帯域 

  アプリケーションC 

  アプリケーションB 

帯域幅の制御を実施 
制御対象のトラヒック 

帯
域
制
御
装
置 

特定のアプリケーション等やポート番号に係る帯域幅を制御する方式 

不可逆圧縮 

元の画像 圧縮画像 

制
御
装
置 

静止画等の 

サイズ変更 

制御装置を利用して通信内容のうち静止画等を識別し
、データの不可逆圧縮する方式 

資料4-3 

時間 時間 

読み込み
容量 

読み込み
容量 

特定のアプリケーション等やポート番号に係るトラヒックの送信ペースを制御する方式 

バッファ量が 

多い 

バッファ量が 

少ない 



電気通信事業法第４条違反判定フロー 

秘密の侵害 

＜第１ステップ＞ 

通信の秘密の侵害 

に当たるか 

＜第２ステップ＞ 

利用者の明確かつ個別 

の同意を得ているか 

＜第３ステップ＞ 

正当業務行為（刑法35条）に
当たるか？ 

問題なし 

問題なし 

問題なし 

Yes 

No 

Yes 

Yes 

No 

No 

※違法性が阻却される。 
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(帯域制御ガイドライン協議会（第１期）資料) 



ホームページによる周知の例 

総量規制の場合 
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ホームページによる周知の例 

アプリケｰション規制の場合 
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ホームページによる周知の例 

公平制御の場合 
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ホームページによる周知の例 

ペーシング、不可逆圧縮の場合 
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トラヒック量をユーザに開示するサービスの例 

（帯域制御の対象となりうるヘビーユーザの例） 

資料7 

(帯域制御ガイドライン協議会（第１期）資料) 



トラヒック制御が他のＩＳＰに及ぼす影響 

 

① 同一ISP内のユーザ間通信は基本
的に同一ポリシーで制御される。 

 

 

② IXを経由する場合、接続先のISP

のポリシーの影響を受ける。 

 

 

③ 同一ISPユーザ間通信であっても、
上位ISPを経由する場合には、その
ISPのポリシーの影響を受ける。 

 

 

④ ピアリングしていないISP同士の
ユーザ間通信は上位ISPのポリシー
の影響を受ける。 

 

 

 
 

トラヒック制御の影響の例 

ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ 

ユーザ 

A 

ユーザ 

C 

ユーザ 

D 

ユーザ 

E 

ユーザ 

B 

① 

1次ISP-A 

地域通信会社 

1次ISP-B 

2次ISP-D 

地域通信会社 

2次ISP-C 

③ 
④ 

② 

IX 

②～④については、ユーザはISP-Bにト
ラヒック制御されていることは分からな
い。 
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(帯域制御ガイドライン協議会（第１期）資料) 


